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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社クレスコ 

 

[企業 ID]  4674 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2022 年 3 月期第 3 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2021 年度 第 3 四半期 

 

[日程]   2022 年 2 月 10 日  

 

[ページ数]  30 

  

[時間]   15:00 – 15:47 

（合計：47 分、登壇：33 分、質疑応答：14 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役 社長執行役員  根元 浩幸（以下、根元） 
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登壇 

 

司会：皆様、お待たせいたしました。ただ今より、株式会社クレスコ 2022 年 3 月期第 3 四半期決

算説明会を開催いたします。本日はお忙しい中、ご視聴くださいまして誠にありがとうございま

す。 

本日は代表取締役、社長執行役員、根元浩幸より、2022 年 3 月期第 3 四半期決算についてご説明

し、その後に質疑応答の時間を設けております。 

それでは早速始めさせていただきます。 

根元社長よろしくお願いいたします。 

 

根元：クレスコの根元です。本日は決算説明会にご参加いただきましてありがとうございます。私

の方から 30 分程度ゆっくりめで説明をさせていただきまして、そのまま 20 分、30 分、質疑応答

の時間ということで進めさせていただきたいと思います。 
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それでは早速決算の説明に入ります。連結決算のポイントになります。 

売上高・利益ですが、デジタル変革の背景と、経済活動を正常化してきたことで、お客様の IT 投

資というのは非常に順調に増加していると思っております。 

私どものお客様で、旅行業だとか空輸関係とか、コロナ影響を受けているお客様も一部おりますが

主要のお客様、主要の顧客では売上の増加が見えておりまして、われわれの稼働も非常に高稼働が

継続している状況です。 

売上高につきましては、第 3 四半期までで 11.7%の増収と、営業利益は 37.9%の増益、過去最高益

となっております。 

増収増益ですけれども、販管費が未消化と、特に上期は緊急事態がずっと継続してましたんで、出

張とかイベントとかの費用が消化できなかったというのもあります。そういうのもありまして、営

業利益率はもう 10.2%、中計の目標の 10%は超えているという今、状況になっております。 

第 3 クォーターまでの累計、真ん中の黒いところですね、数字書いていますけれども、売上高が

324 億、営業利益が 32 億、経常利益が 36 億、純利益が 25 億という数字になっております。 
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続きまして、受注高・受注残高です。 

先ほど申しましたとおり、お客様からの要請も結構ありまして、受注は堅調に伸びていると。売上

伸びるのと同時に受注もかなり、受注残高も伸びているということです。 

右の中に括弧で書いて入っていますけれども、受注高でいうと、前年の月累計で累計比で 115%と

いうことで伸びております。 

 

セグメント別の売上高・利益ついて説明します。 

今年度からセグメントの切り方を変えまして、IT サービス、デジタルソリューションという二つ

の大きなセグメントに分けています。 

IT サービスにつきましては、そのサブセグメントで、お客様の業種ごとにエンタープライズ・金

融・製造という、三つのサブセグメントを持っております。 

IT サービスという定義ですけれども、これは従来通り、技術者が稼動していろいろものづくりを

するとか、システム開発をするというところの事業が、IT サービスという分類になっておりま

す。 
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技術的にはクラウドだとか AI とか、いわゆる今の DX の波で使われているような、スポットされ

てるような技術も当然 IT サービスの中でも扱っております。セグメント、IT サービス全体でいう

と、10.3%の増収ということで、昨年度がやはりコロナの影響を受けまして、売上高の伸びという

のはほぼフラットな状態でしたから、それに比べるとかなり回復してきていると言えると思いま

す。 

あとセグメント利益については、売上高が増えたということと、稼働もかなり上がっているという

ことで、生産性の向上、あと不採算プロジェクトが極小化したことで、29.4%の増益となっており

ます。 

エンタープライズで言いますと、人材関係の業種、それから運輸業ですね。これは物流になりま

す。あとは旅行・ホテルといったところ。旅行・ホテル、本業はお客様が非常に苦しい状況が続い

ているんですが、GoTo トラベル等、国プロ等も参加させてもらっていることもあり、昨年度に比

べれば少し上向いている状況ではあります。 

あとは、建設・不動産といったところの受注が回復しているということで、6.9%の増収です。 

金融につきましては、保険の大型案件の受注で、これはお客様の中での中計の中で DX 化を 3 年間

進めようという初年度に当たりまして、かなりそこのお客様での受注がかなり伸びているところ。

あとは、証券・クレジットカード、その他の案件っていうのも伸びていまして、全体では 10.1%の

増収になっています。 

製造部門では機械・エレクトロニクスの案件が増えているということと、それから、昨年の 7 月に

子会社で OEC という、組込み系、製造業のお客様をやっている会社がグループ入りしました。そ

の関係の効果もありまして、17.3%の増収となっています。 

製造業で言いますと、あとは大口で自動車関係があるんですが、自動車関係は横ばいかちょっと、

まだ現状ではマイナスかなという状況です。これはやはりニュース等でも言われているような半導

体不足ということで、なかなか自動車を思うように作れないと、自動車部品も思うようにできない

という状況がこの 1 年間続いてきているということで、底は打った感はありますけれど、前年度に

比べるとまだ横ばい、もしくはちょっとマイナスという状況にあると見ております。 

3Q までの累計表になりますけれども、エンタープライズで 134 億、金融で 100 億、製造で 75 億

ということで、トータル 309 億という売上になっております。 
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続きまして、デジタルソリューション事業。 

これは IT サービス事業が、要は技術者が稼働してものづくりをするのではなくて、ライセンスを

売ったり、サービスを売ったり、そういう要は技術者が稼働することによって対価をいただくとい

う以外の事業をわれわれの会社ではデジタルソリューション事業と言っております。 

主な製品サービスは、真ん中のところに書いていますが、クラウド関係の Creage というブランド

のもの。それからその下で言いますと、RPA の関連で、われわれは UiPath という製品、業界ナン

バーワンの製品を扱っています。こちらのライセンスの収入、あとはアノテーション、これは AI

関係のサービスをやっております。あとは教育とかセミナーとか、そういう類いのものをわれわれ

はデジタルソリューション事業と分類しております。 

3Q までの売り上げは 14 億 3,400 万で、クラウドサービス Creage や RPA のライセンスを販売が

増加していますということで、この辺はストックになる。まあ一時的な売上もあるんですけれど

も、利用料と、年間のライセンス料、ライセンス使用料みたいな感じで、あのストックになるビジ

ネスで、どんどん伸びていく類いのものです。 

前年に比べると 50%強の増収となっております。 
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今期の見通しです。新型コロナ禍の影響はわれわれの業界では限定的だろうと見ております。 

今、現状、オミクロン株で、日本国内でも 10 万人、毎日患者が出てますんで、少し雰囲気的には

暗い雰囲気に、1 カ月前に比べるとなっているとは思うんですけれども、デジタル変革の推進の波

というのは継続するだろうと考えております。 

いろんな、下にご参考の景気判断の調査等書いていますけれども、そこでもそういう記述、解説が

多くなっていると見ています。 

ということで、受注に関しては増加傾向が続いていると感じています。第 3 クォーターは緊急事態

も明けまして、お客様のところに結構営業が訪問して、来年度の 2024 年 4 月以降の投資計画みた

いなお話をいろいろさせてもらったんですけれども、総じてプラス方向だろうという感触を受けて

おります。事業活動には、特に支障がないかなと今思っております。 

やはり課題は人材の育成と確保、開発体制の強化が課題になってくると思っております。 
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新型コロナへの対応で、もう一昨年の 4 月の第一波のときから、いろんな対応をとっております。 

特にこの 1 月になって、オミクロンのまた感染が広がってきていますので、基本的に今までやって

きていることではありますけれども、在宅勤務をさらにもっと推進するとか、ワクチンを早く受け

てもらうようにワクチン休暇を再度付与するとか、そういう取り組みをしています。あとは出張と

か会食イベントの自粛も指示しております。 

ただ残念ながら、やはり世の中の状況と同じでして、1 月の中旬以降、また単体だけで 30 人ぐら

いの感染者が出ていますので。感染しても、在宅で仕事ができる分には、体調が悪くなければ、仕

事をさせるということで、そう仕事が停滞することはないように、社員には指示をしておる状況で

す。 

ただ、これが長引くと、今の状況が 2 カ月、3 カ月と長引くと、新年度にお客様の投資意欲という

か、ちょっと気持ち的なところだと思うんですけども、そういうのに多少影響出るかなという懸念

は多少私もしております。 
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連結業績の見通しですが、かなり当初想定していた数字よりも今、進捗状況は良い状況です。 

ただ、まだ 1 月の決算、月次決算をやっている最中でして、もう少し精緻に着地を把握するという

のが、今やっている最中という状況であります。まあ発表している数字よりは当然上は行くと見て

おります。 
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発表している数字ですけれども、424 億の売上と 38 億 5,000 万の営業利益、42 億の経常利益、28

億 5,000 万の純利益ですけど、上には行くだろうと見ております。 

ちゃんと数字がまとまってきた段階で、必要に応じて発表等したいと思っております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

11 
 

 

連結配当の予想も据え置いています。 

中間 20 円、期末 20 円の 40 円ですが、これも増配、われわれも利益に連動する配当を方針として

おりますので、利益の見通しがついた段階で増配も検討しております。 
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中期経営計画についてです。 

今年 1 年目の中計、3 年の中計の 1 年目になります。 

3 年終わったとこでは、売上高連結で 500 億、営業利益 50 億、ROE15%以上を目指してやってい

ます。 
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重点戦略三つ、基本戦略三つということで、これについて、どんなようなことがあったかを、進捗

状況を簡単に説明したいと思います。 

この後に述べる課題ですね。課題に対する対応とかぶるところもありますので、かぶったところは

ちょっと説明省くところはあると思いますけれども。 

基本・重点戦略で言いますと、先ほどちょっとお話しましたけど、デジタルソリューション事業を

強化すると、それから機動的経営の進化ということ、それから人間中心経営の深化と、こういうよ

うなことを重点戦略としております。 

それから基本戦略は、IT サービスの拡大、それから品質の強化、技術の強化技術の強化。これは

もうわれわれが昔からやってきていることを継続して、もっともっと強くしていくということで

す。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

14 
 

 

デジタルソリューションの強化では、SOROBAN、これ GPU の AI とかの分析データ分析で使うよ

うな、そういう新しいサービス、クラウドサービスを提供している会社があるんですけれども、そ

このサービス SOROBAN がありまして、こちらと販売代理店契約を結びました。 

いろいろ AI がこれから広がってくるだろうということで、こういう高性能なコンピュータのクラ

ウドサービスみたいなところも、市場ニーズがあるだろうということで代理店契約しております。 

それから UiPath ですね。RPA ですけれども、こちらのわれわれの社員が MVP ということで、社

員がいろいろ頑張って活躍してくれていることを書いています。 

あとは、そういうイベントですね。これオンラインイベントになっていると思いますけれども、出

展、講演等をやっているということです。 

あと、機動的経営の深化、市場が 4 月から変わりますけれども、プライム市場に行くことが決定し

ております。あとは、この 4 月で社長交代を発表しております。この次のページでもう少し話しま

す。 

それから人間中心経営の進化で言いますと、オンラインのイベントになりますけれども、クレスコ

フェア 2021 という、グループ全社員が参加するような展示会みたいなやつですね。いろんなもの
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を作って、新しい技術でものを作って展示するとか、あとクレスコグループのいろんなデジタルソ

リューションを展示するとか、あと社外の有名人の人に講演してもらうとか、結構大々的なイベン

トを 10 月にやっております。 

あと Cresco Adventcalendar2021 は、われわれエンジニアブログを 10 年間やってんですけれど

も、基本的には 1 週間に 1 本の技術の記事を出しているんですが、これを 12 月は 12 月 1 日から

25 日まで毎日出すということで、われわれの現役の技術者が、いろんなことを書くということ

で、結構うちのホームページの中でも人気のページになっております。 

あとは、日本眼科学会で眼科の AI のコンテストがありまして、この辺、5 年ぐらい前から取り組

んでいますので、そこで当社の社員がそういうコンテストで優勝したとか、あとは組込みのシステ

ム技術協会での講演をしたとか、いろいろそういうイベントに外でも社員が活躍しています。 

 

社長交代の話は、次にページですね。昨年の 12 月 20 日に出しています。 

新しい社長は今専務で技術と品質を担当している、冨永宏という者が 4 月 1 日で社長になります。 

私の方は代表の会長で、どちらかというとグループを見ると。グループ会社、12 社ありますので

グループ会社見ると。 
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冨永は、単体のオペレーションのを全部やるというすみ分けで、来年度は経営していきたい考えて

います。 

 

基本戦略の進捗です。 

IT サービスで言いますと、いろんなニュースはあるんですけれども、お客様の関係上、話出来な

いところも多々あります。話出来るところで言いますと、クレスコベトナムという開発会社です

ね。ベトナムの開発会社がだんだん稼働が増えてきているということで、3Q で 90 名、100 に近い

体制まで増強されています。 

あと品質の強化で言いますと、品質とかプロジェクト管理の教育のコンテンツを刷新しまして、社

員向けに、みんな e ラーニングのコンテンツになりますけれども、教育をするということを進めて

おります。 

あと技術の強化、名古屋大学とですね。名古屋大学に人を派遣したりしているんですけれども、以

前より。組込みセキュリティですね、組込みの製品のセキュリティに関する共同研究ということ

で、具体的には、われわれのエンジニアに対して、組込みセキュリティを教育するための教材と
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か、要は PoC をやるとか、そういうことを共同でやることで、そういう取り組みを開始しており

ます。 

組込みセキュリティは、これからいろんな製品に組込まれてくるソフトウェアの中では非常にキー

となる技術でありますので、そこの技術者を増やすということです。 

あとは、先ほどちょっと申しましたけれども、眼科系ですね。眼科系のところの解析画像で機械学

習を用いた分類ということで、論文等複数掲載しています。 

トピックスは以上になります。 

 

続きまして、対処すべき課題で、今話した内容と重複することもありますけれど、少しご説明した

いと思います。 

1 番目の、新規顧客の獲得およびお客様とのリレーションの強化、先ほど話しましたけど、第 3 ク

ォーターですね、危機事態解除になりましたんで、結構お客様の訪問活性化しました。よかったな

と思いますけれども、1 月の中旬からまたちょっとストップかかっているんで残念でありますけれ

ども、比較的良い感触、来期に向けては良い感触を受けております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

18 
 

それからですね、グループ会社とか業務提携をしている会社が何社もあるんですけれど、そこで新

規のお客さんとか案件を共同提案するとか、調整するとかという話が結構進んだなと思っておりま

す。 

それから、2 番目のデジタルソリューションビジネスの拡大と新技術の研究・開発、先ほど申しま

したクレスコフェアの話ですとか、あと SOROBAN という GPU のクラウドサービスの代理店にな

ったとか、あとは各種、社外講演をしたとか、エンジニアブログで Adventcalendar を 25 本毎日

発信し続けたとか、そういうところが挙げられるかなと思います。 

 

続きまして、3 番目の M&A・アライアンスの推進、グループ企業に対する管理の強化です。新規

の M&A もいろんな案件、継続してやっておりますが、まだ新しく進んだ話はちょっと今の段階で

きないです。 

ただ、この前 1 月 31 日ですかね、発表しましたけれども、今グループ会社のさらなる成長を目指

して 3 社のグループ会社を統合すると。7 月 1 日にエヌシステム、アルス、ネクサスという 3 社の

会社を統合して 200 人規模の会社になります。 
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先々の成長を考えたときには、一緒になってやった方がいいだろうと、そういうことを今、プロジ

ェクトとして動いております。 

それから、4 番目の人材採用と育成環境の充実。先ほど名古屋大学と組込みセキュリティの話とい

うのもここに入るかなと思いますし、品質管理の体系を全面的に刷新したっていうのも、ここに入

るかなと思っております。 

 

5 番目、DX 推進と機動的経営の実現です。こちらは社内の話になりますけれども、電子帳票対応

のシステムの更改にも着手しております。4 月から運用ですので、着手始めています。あとは、や

はりわれわれが、クレスコ自体が DX 何できるかを、ちょっと真面目に考えようということで、経

営幹部向けの研修を今やり始めているとこです。 

あと、6 番目の健康経営の推進です。ここでは e ラーニングですね。健康管理セルフケア研修みた

いなのを全社員対象に実施したり、あとウォーキングイベントを実施したり、あと専属の保健師が

いるんですけども、保健師のコラムですね。そういうものを結構展開しています。保健師のコラム

で言いますと、3Q までに、だいたい 15 回ぐらい全社員に配信しております。 
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7 番目の働き方改革の推進と健全な労働環境づくりです。12 月に第 3 クォーターに第 5 回日経ス

マートワーク経営調査がありまして、一応星三つはいただきました。最高星五つなんでまだまだで

すけれども。その中では人材活用力という項目がありまして、そこで A++をもらったということ

があります。 

あとは、品川本社の事業部門のエリアですね。テレワークがもう完全に浸透してますので、レイア

ウト変更等の刷新を 3Q から 4Q にかけて今やっている最中です。完全フリーアドレスで進めよう

と計画しておるところです。 

品質の強化では、これも先ほど申しましたけど、品質管理、プロジェクト管理に関する研修コンテ

ンツの刷新、受講開始を始めています。 
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生産性の追求では、特に言及すべき話はありません。 

10 番目の開発に従事する人材の確保と体制強化では、先ほどありましたけれども、ベトナムのオ

フショアが順調に増えて、体制も強化されているということ。 

あと、グループ会社間で開発リソースの連携の強化も進めております。 
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ダイバーシティへの取り組みで、3Q に女性の経営幹部候補の外部研修を、1 名ですけれども、事

業部長クラスの人間を 1 名参加させております。 

コーポレートガバナンスの推進、12 番ですが、こちらは今回特筆すべき話はありません。 
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事業ポートフォリオの最適化と柔軟な組織経営です。クレスコ単体だけじゃなくて、2Q のときに

も話をしていますけれども、グループ会社間での営業の連携っていうのはかなり強化して今動いて

いる感じで、そういう意味では無駄がなくなって、非常に良い形でグループの連携が強化されてき

ていると思っております。 

私からの説明は以上になります。 

ご清聴ありがとうございます。 
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質疑応答 

 

司会 [Q]：それでは、これより質疑応答の時間といたします。 

それでは、まず開始前にいただきましたご質問がありますのでお読みいたします。 

社長交代の意図と背景を教えてくださいといったご質問です。お願いいたします。 

根元 [A]：社長交代の意図という事なのですけども、一番は、やはりもう私が在任 8 年、ほぼ丸 8

年という状況になってきて、やはり組織全体の活性化のためにも新しいリーダーでやった方がいい

だろうという判断をしたっていうのが一番になります。それとですね、やはり今、私が社長で、単

体もグループも全部見ているわけですけれども、やはり仕事の量がかなり、グループの会社も 12

社ということで多くなってきてますんで、やはり分業でやっていった方がいいんじゃないかという

ことも、そういう判断もあります。一番はやっぱり組織の活性化ということを目指しております。

よろしいでしょうか。 

司会 [Q]：ありがとうございました。続いてのご質問です。 

通期の計画に対して、特に利益面では非常に順調なように見えます。通期計画は変更されておりま

せんが、リスクとしてどのようなものを想定しておけばよいでしょうかといったご質問です。お願

いいたします。 

根元 [A]：今、ご質問があったように、業績の予想に関しては、かなりの進捗で来ているんです

が、リスクとしましては、今期で言うとそんなにはもうないかなという思っておりますが、まだ精

査できてないというのが先ほど説明した通りでございます。 

リスクがあるとすると来期に向けたところで言いますと、やはりコロナの今のような状況が長引い

て、お客様がやろうと思っていたことが少し縮小するとか、延期するとかいうことがあるかもしれ

ない。 

あとは，やはり地政学的な話ですよね。最近の話ですと、やはりウクライナの話とか、ちょっと原

油高、インフレみたいな話ということが影響して、お客様の投資計画に影響を及ぼすんじゃないか

というのがあるかなと思っていますが、今期で言うと、それほどないんじゃないかなと思っており

ます。 
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ただ、やはり株価が大幅に落ちるとかという話になりますと、われわれも有価証券等持っています

ので、そういうところの評価等で多少落ちるリスクはあると思っております。 

司会 [Q]：ありがとうございました。それでは続いてのご質問です。 

IT サービス事業において、旅行・ホテルについても受注が回復しているということでしたが、こ

れは昨年後半にコロナが一服したことによるものでしょうか。それとも、コロナ禍においても、IT

について一定の投資は行われると理解してよいのでしょうかといったご質問です。お願いいたしま

す。 

根元 [A]：旅行業さんのお客様があるんですが、本業は本当に厳しい状況が継続しています。第 3

クォーターは、ちょっと一服感はあったんですけれど、また 1 月以降厳しい状況になっていますの

で、IT 投資もやるって言っていたやつをやっぱり伸ばすとかいう話は結構ありますが、やはり基

本的にシステムの運用とか、あと保守みたいな話、それからやはり先を見たときにこれやらなきゃ

今、駄目だということで、お客さんを頑張って投資はしてくれているという状況です。 

あとはですね、一昨年度から国のプロジェクトとして始まっているあの GoTo トラベルですね、そ

ちらの方もわれわれ関与させてもらっていまして、そういうとこである程度キープができていると

いうことで、前年度に比べると多少はいいと、IT 投資としては多少はいい状況です。 

ただ、お客様の本業は、まだまだ本当にトンネルの中で、非常に厳しい状況で推移していると言え

ると思います。以上です。 

司会 [Q]：ありがとうございました。続いてのご質問です。 

ベトナム拠点のエンジニア拡充の件について、どのぐらいまで増やせる余地があるのでしょうかと

いったご質問です。お願いいたします。 

根元 [A]：ベトナムはですね、元々、会社作ったのがもう 2 年半ぐらい前になるんですけれども、

300 人までは持っていこうと最初から計画しています。それでやっと 100 人ぐらいまで来たという

のが今現状でして、ちょっとコロナで 1 年ぐらいは今進捗が遅れている状況です。 

最終的にやっぱり 300 名ぐらいまで持っていきたいと思っています。現地でですね、クレスコか

ら出向している人間もいますし、現地でも日本人のブリッジエンジニアとかも採用していまして、

今 7 名ですかね。日本人のブリッジエンジニアそれから現地で提携している会社からだいたい 90

名から 100 名ぐらいのエンジニアを[音声不明瞭]に稼働してもらってる状況です。来年度は多分

150 まではいけるだろうと思ってます。以上です。 
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司会 [Q]：ありがとうございました。続いてのご質問です。 

IT サービスの中で製造部門の利益率が高くなっています。エンタープライズや金融と比べて収益

性が高い理由は何でしょうかといったご質問です。お願いいたします。 

根元 [A]：製造部門の利益率は確かに高いんですけれど、やはりお客様とのそういう価格交渉、プ

ライシングみたいなところをうまくコントロールできたというか、そういうところはあるかなと思

っています。 

あとは、不採算のプロジェクトがほとんど発生しなかったのは大きいかなと思っております。 

司会 [Q]：ありがとうございました。続いてのご質問です。 

デジタルソリューション事業で受注された大型ソリューション案件について、どのようなものかも

う少し詳しくご説明いただけますでしょうかといったご質問です。お願いいたします。 

根元 [A]：デジタルソリューションのところですけれども、昨年度に比べて 5 割ぐらい伸ばしてい

るんですが、伸びているところはやっぱりクラウドのサービスですね。Creage です。あと RPA も

伸びていますけれども。クラウドサービスです。 

今、われわれのお客様は、自前でコンピュータを持つ、要はオンプレミスって言っていますけれど

も、もうそれはやめて、どんどんクラウドにシフトしよう、クラウドシフトという流れがもう 3

年、4 年ぐらい前から来ていまして、それが本当に本格化しています。 

クラウドにもっていくような、そういう IT サービスの受注、シフトするっていう開発案件。それ

をクラウドに載せた後に運用する、あとはアカウンティングの管理をするとか、そういうようなと

ころは、ここでいう Creage というサービスわれわれのサービスを併せてお客様に売っています。 

IT サービス+デジタルソリューションで、クラウドのところがどんどん大きくなっていると。一度

クラウドを使い始めると、お客様の中で使う量がだんだんだんだん増えてきます。範囲が増えてき

ますんで、それによって特にアカウンティングのところは少しずつ少しずつ上がってきますんで、

ここに出ているようなあの伸び率ができていると言えると思います。よろしいでしょうか。 

司会 [Q]：ありがとうございました。それでは続いてのご質問です。 

M&A の戦略について、どのような分野を重視されているかなど、詳しくお聞かせいただけますで

しょうかといったご質問です。お願いいたします。 
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根元 [A]：はい。M&A につきましては、基本的にはもう IT に関連する業界と。すなわちはわれわ

れがきっちりマネジメントできる会社というのがターゲットになります。全く別な業種とかに進出

するということは考えてはいません。 

あと、場所的にはもう国内であればどこでも、と思っています。地方でもありかなと思っていま

す。ただ海外は、まだ今のところ、まだあまり考えてはおりません。やっぱリスクが大きいという

のと、まだ海外のビジネス経験は、そんなにわれわれたくさんあるわけじゃないんで、海外につい

ては今のところ考えておりません。 

われわれと違う技術的な得意分野を持っているとか、われわれと違うお客様を持っているとか、規

模はある程度小さい会社、30 人 50 人の会社でもターゲットとしております。 

ただ小さな会社の場合は、単独で残すとなると、要はやっぱり管理コストがかかりますので、先々

はマージするという、既存の会社とマージするというふうな運営になるかと思うんですけれども。

M&A は継続して、やっていこうということで重要な戦略の一つになっております。以上です。 

司会 [M]：ありがとうございました。 

それではご質問も一巡したようですので、これをもちまして、質疑応答の時間を終了とさせていた

だきます。 

最後に社長の根元よりご挨拶がございます。根元社長よろしくお願いいたします。 

根元 [M]：今日はお忙しいところ弊社の決算説明会にご参加いただきまして誠にありがとうござい

ます。 

われわれの業界はコロナ禍ではありますけれども、その中で多少追い風かなというところではあり

ますけれども、やはり世の中の状況をしっかり見ながら、非常に変化の激しい世の中でありますの

で、しっかりそこに迅速に対応してビジネスを盛り上げていきたいと、引き続き盛り上げていきた

いと思っておりますので、引き続き皆様におかれましても、ご支援いただけますようよろしくお願

いいたします。今日はどうもありがとうございました。 

司会 [M]：根元社長、ありがとうございました。これをもちまして、本日の決算説明会を終了とさ

せていただきます。本日は最後までご視聴いただきまして、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
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1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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